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1. はじめに 

著者らはこれまで,DFRCCと呼ばれる高靱性繊維補

強セメント複合材料を用いることで，高い引張靱性や

複数微細ひび割れの発生などの特徴を利用し，遮塩性

の求められる港湾施設に対する適用を考え研究を行

なってきた． 

これまでに実験によるせん断補強に対する効果の

検討を行ってきた．しかしながらせん断補強に関して

は側面のみの補強による実験は行っておらず，上，下

面を含めた U 字型や全周囲巻き立て補強が行われて

きた．そこで文献 1)において数値実験による側面補強

も含めた検討を行い，せん断耐力増分におよぼす側面

の引張領域補強によるダウエル効果への寄与は小さ

く，他の効果によるせん断耐力増分が得られることを

明らかにし,さらにせん断耐力算定式の提案を行った．

しかし対象は梁高Hに対して補強高さ0.75H以上を対

象としたものである．従って，本研究では実験の行わ

れていない RC梁へのDFRCC側面増厚による補強時

のせん断耐荷力機構,具体的にはせん断補強耐力増分

の要因を検討するとともに，文献 1)にて提案している

算定式についても評価を行うため，側面補強領域をパ

ラメータとして実験を行う．また，今回の実験ではD

FRCCの定着方法について付加的な定着具を用いずに

行えるかについても検討を行った． 

2. 実験概要 

実験は三点載荷で行う．鉄筋は USD685 の D25 を

用い，側面の補強厚は一律 25mmとし，せん断スパン

比は文献 1)と同様に 1.43 とした．無補強供試体の概

略図を図-1に示す．補強方法に関しては，コアコンク

リート側面の目荒らしだけを行い，粗骨材を数mm露

出させ，付加的な定着具は用いずに付着させた．目荒

らし後の供試体の一例を写

真-1として示す．補強領域は

図-2に示す通り無補強のもの

と合わせて 6 通り行う．図-2

(b)，(c)に関しては先に述べた

ように引張鉄筋とともに付近

の側面補強の補強効果（ダウ

エル効果への寄与率）の検証 

として全面補強するものと全面補強から主鉄筋位置

以下の補強を除いたものである．図-2(d)に関しては曲

げ応力分布における圧縮領域を補強しないことによ

り，純粋にDFRCC補強により得られるせん断抵抗増

分，すなわち補強によるトラス効果，ひび割れが抑制

されることによる骨材噛み合せ効果の増分を検証す

ることを目的とする．また図-2(b)，(d)ではせん断圧

縮補強効果を比較，検証する．図-2(e)，(f)では引張領

域の途中まで補強した場合の検討を行う．計測項目は

荷重，中央変位，コンクリートひずみ，コア部と DF

RCC部の相対ズレ変位などを計測した． 

3. 実験結果 

 破壊性状は全供試体においてせん断圧縮破壊型と

なった．破壊に至った斜めひび割れはコアコンクリー

ト部とDFRCC部を貫通する形で発生しており，一体

となって挙動していたことが確認できた．その一例を

写真-2として以下に示す．また図-3に一例を示すが，

せん断スパン中央で計測した鉛直ズレ変位と供試体

端部で計測した水平ズレ変位では，それぞれズレは見

られず良好な付着を得ることができた． 

実験により得られた供試体の荷重－中央変位関係を

まとめたものを図-4に示す．補強を行っているものに

関しては，特に曲げひび割れ発生後は無補強のものに 
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写真-1 目荒らし一例 図-2供試体断面図 

図-1 供試体略図 
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比べて剛性は増加しており，また最大荷重はバラつき

があるものの，曲げ剛性は概ね一致している．このこ

とから補強領域の違いによる曲げ剛性に与える影響

は小さいことがわかる． 

 実験結果を踏まえて，文献 1)によって提案された算

定式と実験で得られた耐力を比較検証することで，補

強効果を検討する．算定式では側面補強の場合，式(1)

～(4)に示すようにコア部のせん断耐力𝑉𝑅𝐶に𝑉𝑇（トラ

ス効果による抵抗増分）と𝑉𝑤（骨材噛み合わせ効果に

よる耐力増分）を単純累加することで，耐力を求める

ものである．また式(4)に示す⊿𝛽𝑤（せん断耐力増分を

考慮する係数)中の𝛼𝑤（骨材噛み合わせを考慮する係

数）は，既往研究において補強高さ 0.75H以上を対象

として補強効果の高いものに対して精度を優先させる

ため𝛼𝑤=0.6と定義しており，本研究においても𝛼𝑤=0.6

として算定を行っている． 

 𝑉𝑢 = 𝑉𝑅𝐶 + 𝑉𝑇 + 𝑉𝑤 (1)  

 𝑉𝑇 = 2 ∗ 𝑓𝑠𝑡 ∗ 𝑡𝑠𝑡 ∗ 𝑚𝑖𝑛(ℎ𝑠𝑡 , 𝑙𝑠𝑡 , 7𝑑/8) (2)  

 𝑉𝑤 = 𝛽𝑑 ∗⊿𝛽𝑤 ∗ 𝛽𝑎 ∗ 𝑓𝑑𝑑 ∗ 𝑏𝑤 ∗ 𝑑 (3)  

 ⊿𝛽𝑤 = 𝛼𝑤 ∗ (100𝑝𝑤
𝑒𝑞
∗ 𝑑𝑤/𝑑) (4)  

実験時最大荷重及び無補強時と比べた時の実験時耐

力増分量，算定時耐力増分量を表-1として示す．これ

から，圧縮縁を補強しているもの（No.2～4）に関して 

は算定式によって実験値を評価できていることがわか

る．また圧縮縁を補強していないもの（No.5～6）では

実験により得られた増分量が算定値の半分以下であり，

耐力増分値を過大に評価してしまっている．No.5～6

においては，補強高さが大きいものでも 0.67Hであり，

そのため提案算定式の前提である 0.75Hを満たしてい

ないことから，骨材噛み合わせ効果が有効に発揮され

ていないことが考えられる．そこで上式(4)における𝛼𝑤

を𝛼𝑤=0.6 から低減させることで評価を行い表-1 に併

せて示す．表-1 より𝛼𝑤=0.15 としたときの耐力増分量

を見ると実験耐力増分量と近い値となっており，評価

できると考えられる． 

4. まとめ 

 本研究において実施した 6体の実験より得られた結

果を以下に示す． 

1)  付加的な定着具を用いずに，目荒らしだけでの付

着でも一体性のある挙動を確認できた． 

2)  DFRCC による補強効果として，曲げ剛性はあま

り増加しないが耐力は増加し，補強効果を得るこ

とができた． 

3)  せん断圧縮破壊型の場合，圧縮域からの補強では

補強高さの違いによる影響が小さく，提案式によ

って 0.5H までの補強範囲において評価可能とな

った． 

4)  圧縮域側を補強していない場合では𝛼𝑤を 0.15 に

低減することで妥当な耐力となった． 
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図-3 荷重－ズレ変位関係一例(WL-200) 

表-1 実験荷重及び算定耐力 

写真-2 供試体ひび割れ図一例(WL-200) 
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図-4 荷重－変位関係 

供試体名(No.)
実験最大
荷重(kN)

増分耐力
[実験](kN)

増分耐力
[α =0.6]
(kN)

増分耐力
[α =0.15]
(kN)

WUL-0(No.1) 458.2
WUL-300(No.2) 548.0 89.8 96.6
WU-240(No.3) 561.0 102.8 96.6
WU-150(No.4) 571.0 112.8 82.7
WL-200(No.5) 501.0 42.8 87.4 40.0
WL-150(No.6) 488.5 30.3 72.5 31.8
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